
環境配慮と社会貢献への取組み

ペーパーレス保険証券・Web約款を選択していただくにあたっての注意事項
●「ペーパーレス保険証券」はeco保険証券のペットネームです。「保険申込書」・「重要事項のご説明」・「ご契約のしおり（普通保険約款・特約）」・「ご契約
者さま専用ページ」等の表示は、「ペーパーレス保険証券」ではなく、eco保険証券となります。
●ペーパーレス保険証券・Web約款の閲覧には、パソコン・スマートフォン等でのインターネット環境が必要となりますので、ご注意ください。また、イン
ターネットブラウザおよびPDF表示ソフトのインストール等が必要となりますが、機種・OSによりご利用できない場合があります。
●ペーパーレス保険証券は必ずWeb約款とセットでの選択となり、ペーパーレス保険証券のみの選択はできません。
●ペーパーレス保険証券・Web約款を選択された場合は「保険証券」、「ご契約のしおり（普通保険約款・特約）」および「サービスガイド」は送付されません。
代わりにペーパーレス保険証券・Web約款の利用方法を記載した「ご契約内容 確認方法のご案内（「ID/パスワード」通知）ハガキ」をお届けしますので、
当社ホームページから保険契約者専用Webサービス「ご契約者さま専用ページ」の利用規約に同意のうえ、ご契約内容をご確認ください。 
●ペーパーレス保険証券・Web約款の閲覧には、保険契約者専用Webサービス「ご契約者さま専用ページ」の利用規約に同意していただくことが条件
となりますので、あらかじめご了承ください。
●ペーパーレス保険証券を選択された場合は、このパンフレットに記載の「保険証券」を当社ホームページの「ご契約内容」と読み替えます。

ペーパーレス保険証券・Web約款をおすすめしています！
お客さまのパソコンやスマートフォン等から「ご契約内容」や「ご契約のしおり（普通保険約款・特約）」等を
閲覧できます。紙の使用の削減等、環境保護にもつながりますので、ぜひお選びください。

下記注意事項もご確認ください

お客さまがペーパーレス保険証券・Web約款を選択された件数に応じて、各地域のNPO団体や
地方公共団体等へ寄付を行っており、地域に根差した環境保護活動に役立てられています。

●このパンフレットは「ケガの保険S」の概要を説明したものです。ご契約にあたっては必ず「重要事項のご説明」をご覧ください。また、詳しくは「ご契約のしおり
（普通保険約款・特約）」をご用意していますので、必要に応じて当社ホームページでご参照ください。もしくは、取扱代理店または当社までご請求ください。
ご不明な点につきましては、取扱代理店または当社にお問合わせください。なお、保険料払込みの際は、当社所定の保険料領収証を発行することとしていま
すので、お確かめください（保険料を口座振替で払い込んでいただくご契約等、一部保険料領収証を発行しない場合があります）。ご契約の手続きが完了し
た後、１か月を経過しても保険証券（ペーパーレス保険証券を選択したお客さまは、「ご契約内容 確認方法のご案内（「ID／パスワード」通知）ハガキ」）が届か
ない場合は、当社までお問合わせください。

●ご契約内容や募集状況等の確認のため、後日、当社または当社委託会社の担当者がご連絡・訪問することがあります。
●「ケガの保険S」は傷害補償(疾病起因・心神喪失起因傷害補償型)特約をセットしたパーソナル生活補償保険のペットネームです。
●取扱代理店は、当社の保険契約の締結権を有し、保険契約の締結・保険料の領収・保険料領収証の発行・ご
契約の管理などの業務を行っています。したがって、取扱代理店と契約され有効に成立したご契約に
つきましては、当社と直接契約されたものとなります。
●他の保険契約等の有無については、危険に関する重要な事項の告知事項として保険申込書に記入してくだ
さい。正しく記入していただけなかった場合には、ご契約を解除することがありますのでご注意ください。
●事故が起こった場合、事故の発生の日からその日を含めて30日以内に当社にご連絡ください。ご連絡がな
い場合、それによって当社が被った損害の額を差し引いて保険金をお支払いすることがあります。
●このパンフレットに掲載の保険料は2023年1月現在の保険料に基づくものですので、保険料の改定等によ
り変更となることがあります。

傷害補償（疾病起因・心神喪失起因傷害補償型）特約セット パーソナル生活補償保険 2023年1月以降保険始期用

ケガに備えたい高齢者（７０才以上）の方に。

70才以上の方への保険

損22-5843,ＧＡ22D010658,営業開発G （2022年11月承認） ［GL24］

https://www.aioinissaydowa.co.jp/

ご契約に関するご連絡・お問合わせ窓口
あいおいニッセイ同和損保カスタマーセンター

【ご注意いただきたい事項】
●プライバシー保護のため、ご契約に関するご連絡・お問合わせは保険契約者ご本人さまからお願いします。
●ご契約内容やお申し出内容によって、担当職員によるお手続きとなる場合もあります。

0120-95-0055（無料）

ご契約に関するお問合わせについては、右のコードもしくは
当社ホームページ（https://www.aioinissaydowa.co.jp/）から
ご確認いただくか、下記までご連絡ください。

アクセスはこちら



基本プランでは以下の場合に補償します。

事故によるケガのため、お亡く
なりになった場合に保険金をお
支払いします。

傷害死亡保険金

事故により被ったケガの「部位・
症状」「治療日数」に応じて保険金
をお支払いします。

傷害部位・症状別保険金

急激かつ外来による日射または
熱射により身体に障害を被った
場合についても保険金をお支払
いします。

熱中症危険補償特約
（死亡補償対象外型）

レジャープランでは、上記に加え以下の場合も補償します。

遭難した救援対象者を捜索・救
助または移送する活動に要した
費用等を補償します。

救援者費用等補償特約

救援対象者が行方不明となり警
察署が行方不明届を受理した翌
日の午後12時までに発見され
なかった場合に、その捜索に必
要となった費用（実費）を補償し
ます。

行方不明時
捜索費用補償特約
（救援者費用等補償特約用）

外出時に携行しているご自身の
身の回り品を偶然な事故で壊し
てしまった場合の損害を補償し
ます。(免責金額:3,000円)

携行品損害補償特約
(１事故限度額型)

ケガの保険Ｓでは以下の場合に補償します。補償の概要

「ケガの保険S」は、満70才以上満89才以下のお客さま向けの
専用商品（プラン販売のみ）です。 入院時の自己負担額と日数

（単位：％）（単位：％）

平均
23,300円

5,000円未満
10.6
5,000円未満
10.6

5,000～7,000円未満
7.6
5,000～7,000円未満
7.6

7,000～10,000円未満
11.1
7,000～10,000円未満
11.1

10,000～15,000円未満
24.2
10,000～15,000円未満
24.215,000～

20,000円未満
9.0

15,000～
20,000円未満
9.0

20,000～
30,000円未満
12.8

20,000～
30,000円未満
12.8

30,000～
40,000円未満
8.7

30,000～
40,000円未満
8.7

40,000円以上
16.0
40,000円以上
16.0

※ 治療費・食事代・差額ベッド代に加え、交通費（見舞いに来る家族の
交通費も含みます）や衣類、日用品費などを含みます。

※ 傷害死亡保険金はお支払いの対象と
なりません。

出典：公益財団法人生命保険文化センター 「令和元年度 生活保障に関する調査」より当社作成
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全体全体

19.0
万円

22.8
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20.8
万円

28.128.1
8.78.7

6.46.4

7.67.6

30.630.6 19.919.912.812.8

23.123.1 30.630.6 13.913.9 26.026.0

25.725.7 30.630.6 13.313.3 22.822.8

5万円未満 5～10万円未満

10～20万円未満 20～30万円未満 30万円以上

（年令別）骨折による平均入院日数

1日あたりの平均自己負担額 1回あたりの平均自己負担額

※ 構成比は小数点以下第２位を四捨五入しているため、合計し
ても必ずしも100とならない場合があります。

食事代

〈入院時にかかる主な費用〉

●1日あたりの平均自己負担額は
●1回あたりの平均自己負担額は

23,300円
208,000円

差額ベッド代 衣類や
日用品費など

治療費
（自己負担分）

出典：厚生労働省 「令和2年 患者調査」より当社作成

0 10 20 30 40 50 60（日）

0～14才0～14才

15～34才15～34才

35～64才35～64才

65才以上65才以上

70才以上70才以上

75才以上75才以上

全体全体

5.5日5.5日
10.6日10.6日

21.3日21.3日
46.2日46.2日
47.7日47.7日
50.3日50.3日

38.5日38.5日

入院時の自己負担や
長期化に備えることが
できるようにしましょう。

厚生労働省の調査では
70才以上の方が骨折した場合、
約50日入院していることが
わかります。
入院時の自己負担や
長期化に備えることが
できるようにしましょう。

※1 携帯電話、スマートフォン、電子マネー、
眼鏡、漁具等の保険の対象に含まれ
ない物があります。詳細はP4または
「ご契約のしおり（普通保険約款・特
約）」をご確認く
ださい。

※2 新価保険特約（携
行品損害補償特
約用）が自動セッ
トされます。

0201



お支払いする保険金および費用保険金のご説明ご契約プランと保険料

詳しくは、「ご契約のしおり（普通保険約款・特約）」をご参照ください。
ケガの保険Ｓの補償内容および保険金をお支払いできない主な場合をご説明します。

※「保険金をお支払いする場合」において、治療とは、医師が必要であると認め、医師が行う治療をいいます。

■健康・医療ご相談（健康・医療のご相談/病院情報のご提供/夜間休日医療機関情報のご提供）
■ホームヘルパーサポート（ホームヘルパー業者のご紹介）
■暮らしのトラブル（法律）・税務ご相談（法律のご相談/税務のご相談）

生活安心サポート

かぞくの災害掲示板

■「異常気象情報等通知」サービス（気象情報に加え、熱中症情報をメールやLINEでお知らせ）
■「掲示板」サービス（被保険者とご親族が簡便に安否情報を共有）

※1 サービスをご利用いただける方は保険契約者となります。保険契約者と被保険者（補償の対象となる方）が異なる場合は被保険者となります。
※2 保険金請求にかかわる事故等のご相談は対象となりません。また、緊急の場合やご相談内容によってはサービスをご利用できない場合があります。
※3 サービス内容によりご利用日・ご利用時間が異なります。 
※4 サービスは、事前にお知らせすることなく変更・中止・終了することがあります。 
※5 サービスは、当社が委託している提携サービス会社がご提供します。 
※6 上記はサービスの概要を記載したものです。サービス内容の詳細およびご利用方法については、ご契約後に保険証券と共にお送りする「生

活安心サポート・かぞくの災害掲示板サービスガイド」でご確認ください（ペーパーレス保険証券を選択いただいた場合には、当社ホーム
ページから「ご契約者さま専用ページ」にログインのうえご確認をお願いします）。

※1 サービスをご利用いただける方は、被保険者、被保険者が利用を許可した方となります。
※2 「異常気象情報等通知」「掲示板」サービスのご利用にあたっては、スマートフォンまたはパソコンでの利用者登録が必要となります。
※3 利用者登録は被保険者の承認を得た方が代理で登録することも可能です。
※4 サービスは、利用者に事前に通知することにより、内容を変更、追加、中止または廃止することがあります。
※5 サービスは、当社が委託している提携サービス会社がご提供します。
※6 上記はサービスの概要を記載したものです。サービスのご利用にあたって被保険者、ご親族の登録が必要です。
※7 登録方法については、別途ご用意している『「かぞくの災害掲示板」サービス案内チラシ』または、ご契約後に保険証券と共にお送りする「生活安

心サポート・かぞくの災害掲示板サービスガイド」をご確認ください（ペーパーレス保険証券を選択いただいた場合には、当社ホームページから
「ご契約者さま専用ページ」にログインのうえご確認をお願いします）。

※8 LINEおよびLINEロゴは、LINE株式会社の商標または登録商標です。

30,000円 20,000円 9,000円

10万円 
（免責金額:1事故3,000円）

救援者費用等補償特約
300万円

行方不明時捜索費用補償特約
50万円

10,000円

傷害死亡保険金額

傷害部位・症状別保険金額

熱中症危険補償

ご契約プラン
基本プラン レジャープラン

SS1

365.7万円

4,000円

○

SS2

327.1万円

2,500円

○

SS3

288.5万円

1,000円

○

SS4

141.3万円

900円

○

保険料（一時払）

救援者費用等補償特約
+

行方不明時捜索費用補償特約
保険金額

携行品損害保険金額
（免責金額：1事故3,000円）

保険期間：１年  保険料払込方法：一時払

※傷害後遺障害保険金はありません。

被保険者の範囲は、契約概要のご説明  　商品の仕組み 2. 被保険者の範囲をご確認ください。1

傷害死亡保険金額の全額
※ 傷害死亡保険金受取人（定めなかった場合は被保険者の法定相続人）にお支払いします。

a. 次のいずれかによるケガについては、保険金をお支払いできません。
・保険契約者、被保険者または保険金受取人の故意または重大な過失
・被保険者の闘争行為、自殺行為または犯罪行為
・自動車等の無資格運転、酒気帯び運転または麻薬等を使用しての運転中の事故
・戦争、外国の武力行使、革命、内乱等の事変または暴動（＊1）
・地震もしくは噴火またはこれらを原因とする津波
b. 次のいずれかの場合については、保険金をお支払いできません。
・原因がいかなるときでも、むちうち症・腰痛等で医学的他覚所見のないもの（＊2）
・原因がいかなるときでも、誤嚥によって発生した肺炎。
c. 次のいずれかによって発生したケガについては、保険金をお支払いできません。
・被保険者が山岳登はん（ピッケル、アイゼン、ザイル、ハンマー等の登山用具を
使用するもの、ロッククライミング等をいいます）、職務以外での航空機操縦、
スカイダイビング、ハンググライダー搭乗等の危険な運動を行っている間の事故

・被保険者がテストライダー、オートバイ競争選手、自動車競争選手、自転
車競争選手、プロボクサー、プロレスラー等やその他これらと同程度また
はそれ以上の危険を有する職業に従事している間の事故                  など

（＊1）テロ行為によって発生したケガに関しては自動セットの特約により保険金お支払いの対象となります。
（＊2）被保険者が自覚症状を訴えている場合であっても、脳波所見、理学的検査、神経学的検査、臨床検査、

画像検査、眼科・耳鼻科検査等によりその根拠を客観的に証明することができないものをいいます。

傷害死亡
保 険 金

保険期間中の事故に
よるケガのため、事故
の発生の日からその
日を含めて180日以
内に死亡した場合

(＊1) 治療日数とは、事故の発生の日からその日を含めて180日以内の、入院または通院（注）の日数をいい
ます。ただし、通院しない場合でも、骨折、脱臼、靱帯損傷等のケガを被った所定の部位を固定するため
に医師の指示によりギプス等を常時装着したときは、その日数について通院したものとみなします。

(＊2) 同一の事故により被ったケガの部位・症状が複数の項目に該当する場合は、それぞれの
項目のうち最も高い支払倍率を適用します。

(注) 通院とは、病院もしくは診療所に通い、または往診もしくは訪問診療により、治療を受けることをいい、オンライン診療による診察を含みます。ただし、治療を伴わない、薬剤、診断書、医療器具等の受領等のためのものは含みません。なお、同月に複数
回のオンライン診療を受けた場合で、公的医療保険制度における医科診療報酬点数表においてオンライン診療料を１回算定された場合は、最初の１回にのみ通院したものとみなします。また、柔道整復師（接骨院、整骨院等）による施術の場合、通院
日数の認定にあたっては、傷害の部位や程度に応じ、医師の治療に準じて認定し、お支払いします。

傷害部位・
症 状 別
保 険 金

保険期間中の事故に
よるケガのため、事故
の発生の日からその
日を含めて180日以
内に治療を要した場合

1

ケガを被った部位および
その症状に対して定められた保険金
支払倍率（５倍～１２０倍）(＊2)

傷害部位・
症状別保険金額 ×

①治療日数(＊1)の合計が５日以上の場合

②治療日数(＊1)の合計が１日以上５日未満の場合
傷害部位・症状別保険金額（1倍）

保険金をお支払いできない主な場合保険金の種類 保険金をお支払いする場合 お支払いする保険金の額

えん

じん

傷害補償（疾病起因・心神喪失起因傷害補償型）特約等の補償条件に関する特約2

特約名 概要
被保険者が急激かつ外来による日射または熱射によってその身体に障害を被った場合についても、傷害部位・症状別保険金をお支払いする特約です。ただし、
傷害死亡保険金はお支払いの対象となりません。

熱中症危険補償特約
（死亡補償対象外型）

携 行 品
損 害
保 険 金

新価保険特約

※1 1回の事故につき、携行品損害保険金額が限度となります。
※2 損害の額は、再調達価額（＊2）によって定めます。ただし、被害物が貴金属等の場合に
は、保険価額によって定めます。なお、被害物の損傷を修理できる場合においては、損
害発生直前の状態に復するのに必要な修理費をもって損害の額を定め、価値の下落
（格落損）は含みません。この場合においても、修理費が再調達価額を超えるときは、再
調達価額を損害の額とします。

※3 損害の額は、1個、1組または１対あたり１０万円が限度となります。ただし、通貨または乗車券等（鉄
道・船舶・航空機の乗車船券・航空券、宿泊券、観光券または旅行券をいいます。ただし、定期券は
含まれません）もしくは小切手については１回の事故につき５万円が限度となります。

※4 携行品が盗難にあった場合は、警察への届け出が必要となります。
(＊1)免責金額とは、支払保険金の計算にあたって損害または費用の額から差し引く金額

で、自己負担となる金額をいいます。
(＊2)再調達価額とは、損害が発生した時の発生した場所における保険の対象と同一の構造、質、用

途、規模、型、能力のものを再取得するのに必要な金額をいいます。なお、再取得に必要な額
は、被害物を購入したときの金額より低い金額となる場合があります。

免責金額（＊1）
（１回の事故につき3,000円）損害の額

被保険者が負担した次の①～⑤の費用のうち社会通念上妥当な金額をいいます。
①遭難した救援対象者の捜索、救助または移送する活動に要した費用
②救援者（注3）の現地（注4）までの１往復分の交通費（救援者２名分まで）（＊1）
③救援者（注3）の現地（注4）および現地（注4）までの行程での宿泊料（救援者２名分か
つ１名につき１４日分まで）（＊1）

④死亡したまたは治療を継続中の救援対象者を現地（注4）から移送する費用
⑤諸雑費（救援者（注3）の渡航手続費および救援対象者または救援者が現地（注4）において支出した交通費・
通信費等をいいます）。ただし、日本国外で左記「保険金をお支払いする場合」に該当した場合は２０万円が
限度となり、日本国内で左記「保険金をお支払いする場合」に該当した場合は３万円が限度となります。

(＊1)上記②、③については、左記「保険金をお支払いする場合」の②の場合において救援対象者
の生死が判明した後または救援対象者の緊急な捜索・救助・移送もしくは救助活動が終了し
た後に現地に赴く救援者にかかる費用は含みません。

※1 保険金のお支払額は、保険期間を通じ、救援者費用等保険金額が限度となります。
※2 第三者からの損害賠償金がある場合はその額を差し引いてお支払いします。

※1 保険金のお支払額は、保険期間を通じ、行方不明時捜索費用保険金額が限度となります。
※2 救援者費用等保険金を支払うべき損害については、救援者費用等保険金を超過する部分に

ついてのみ、保険金をお支払いします。
※3 第三者からの損害賠償金がある場合はその額を差し引いてお支払いします。

－

保険金の種類 保険金をお支払いする場合 お支払いする保険金の額

(＊1)携行品とは、被保険者が住宅（敷
地を含みます）外において携行し
ている被保険者所有の身の回り
品（＊２）をいいます。ただし、約款
所定の「保険の対象に含まれな
いもの」を除きます。

(＊2)身の回り品とは、被保険者が
所有する、日常生活において
職務の遂行以外の目的で使
用する動産（カメラ、衣類、レ
ジャー用品等）をいいます。

※補償対象外となる主な携行品
は下記〈携行品損害保険金の
補償対象外となる主な携行
品〉欄をご覧ください。 (＊1) 親族とは、6親等内の血族、配偶者および3親等内の姻族をいいます。

(＊2) テロ行為によって発生した被害に関しては自動セットの特約により保険金お支払いの対象となります。

次のいずれかによって発生した損害に対しては、保険金をお支払いできません。
・保険契約者、被保険者、保険金受取人の故意または重大な過失
・被保険者と同居する親族（＊1）の故意
・自動車等の無資格運転、酒気帯び運転または麻薬等を使用しての運転中の事故
・戦争、外国の武力行使、革命、内乱等の事変または暴動（＊2）
・地震もしくは噴火またはこれらを原因とする津波
・差押え・没収・破壊等の公権力の行使　　・携行品の欠陥
・携行品の自然の消耗、劣化、変質、さび、かび、剥がれ、発酵、自然発
熱またはねずみ食い、虫食い等

・携行品の平常の使用または管理において通常発生し得るすり傷、かき傷、塗料の剥がれ落ち、ゆがみ、たわみ、
へこみ等外観上の損傷または携行品の汚損であって、携行品が有する機能の喪失または低下を伴わないもの

・偶然な外来の事故に直接起因しない携行品の電気的事故・機械的事故（故
障等）。ただし、これらの事由により発生した火災による損害を含みません。

・携行品である液体の流出。ただし、その結果として他の携行品に発生した損害を含みません。
・携行品の置き忘れ・紛失　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  など

次のいずれかによって発生した費用に対しては、保険金をお支払いできません。
・保険契約者、救援対象者、被保険者または保険金受取人の故意または重大な
過失

・救援対象者の闘争行為、自殺行為または犯罪行為
・救援対象者の自動車等の無資格運転、酒気帯び運転または麻薬等を使用し
ての運転中の事故

・救援対象者の脳疾患、病気または心神喪失
・救援対象者の妊娠、出産、早産または流産
・戦争、外国の武力行使、革命、内乱等の事変または暴動（注5）
・地震もしくは噴火またはこれらを原因とする津波
・救援対象者が山岳登はん（ピッケル、アイゼン、ザイル、ハンマー等の登山用
具を使用するもの、ロッククライミング等をいいます）、職務以外での航空機操
縦、スカイダイビング、ハンググライダー搭乗等の危険な運動を行っている間
の事故　                                                                                     など

（注1）救援対象者とは、普通保険約款における被保険者をいいます。 （注2）被保険者とは、この特約により補償を受ける方で、保険契約者、救援対象者または救援対象者の親族をいいます。 （注3）救援者とは、救援対象者の捜索を行うために現地（注4）へ
赴く救援対象者の親族（これらの方の代理人を含みます）をいいます。 （注4）現地とは、事故発生地または救援対象者の収容地をいいます。 （注5）テロ行為によって発生した損害に関しては自動セットの特約により保険金お支払いの対象となります。

〈携行品損害保険金の補償対象外となる主な携行品〉
①自動車（自動二輪車を含みます）およびその付属品（自動車用電子式航法装置、ＥＴＣ車載器を含みます）　②原動機付自転車およびその付属品　③自転車、雪上オートバイ、ゴーカート、ハンググライダー、パラグライダー、サーフボード、ウインド
サーフィンおよびこれらの付属品　④無人機、ラジコン模型およびこれらの付属品　⑤パソコン、タブレット端末・ウェアラブル端末等の携帯式電子事務機器およびこれらの付属品　⑥携帯電話、スマートフォン、ポータブルナビ等の携帯式通信機器
およびこれらの付属品　⑦眼鏡、コンタクトレンズ、補聴器、義歯、義肢その他これらに類する物　⑧漁具（釣竿、竿掛け、竿袋、リール、釣具入れ、クーラー、びく、たも網、救命胴衣およびこれらに類似のつり用に設計された用具をいいます）　　      など

保険期間中の偶然な事故（盗
難・破損・火災など）により、携行
品（＊1）に損害が発生した場合

3

救援者費用等の額

保険金をお支払いできない主な場合

補償重複

携 行 品
損 害
補償特約
1 事 故
限度額型（　　　　 ）

救 援 者
費 用 等
保 険 金

救援対象者（注1）が次の①～
③のいずれかに該当したこと
により、被保険者（注２）が費用
を負担した場合
①保険期間中に救援対象者が
搭乗している航空機または船舶
が行方不明または遭難した場合
②保険期間中に急激かつ偶然
な外来の事故により救援対象者
の生死が確認できない場合ま
たは緊急な捜索・救助活動を要
することが警察等の公の機関に
より確認された場合
③保険期間中に被ったケガのた
め、事故の発生の日からその日
を含めて１８０日以内に死亡また
は続けて１４日以上入院した場合

補償重複

救援者費
用等補償
特 約

被保険者が負担した次の①～④の費用のうち社会通念上妥当な金額をいいます。
①捜索活動を有償で行うことを職業とする者からの請求に基づいて支払った、捜索活動に要した費用
②救援者（注3）の現地（注4）までの１往復分の交通費（救援者２名分まで）
③救援者（注3）の現地（注4）および現地（注4）までの行程での宿泊料（救援者２名分かつ１名につき14日分まで）
④諸雑費（救援対象者または救援者（注3）が現地（注4）において支出した交通費、通信費および
救援対象者の捜索活動に要した費用のうち、ポスターまたはビラ等の作成もしくは新聞広
告に関する費用をいい、３万円を限度とします）。ただし、上記①に該当する費用ならびに無
償で捜索活動に従事した者への謝礼に関する費用は含みません。

次のいずれかによって発生した費用に対しては、保険金をお支払いできません。
・保険契約者、救援対象者、被保険者または保険金受取人の故意または重大な過失
・救援対象者の闘争行為、自殺行為または犯罪行為
・救援対象者の自動車等の無資格運転、酒気帯び運転または麻薬等を使用しての
運転中の事故

・戦争、外国の武力行使、革命、内乱等の事変または暴動（注5）
・地震もしくは噴火またはこれらを原因とする津波
・救援対象者が山岳登はん（ピッケル、アイゼン、ザイル、ハンマー等の登
山用具を使用するもの、ロッククライミング等をいいます）、職務以外での
航空機操縦、スカイダイビング、ハンググライダー搭乗等の危険な運動を
行っている間の事故　　　　　　　　　　　　　　  　　　　　　　など

行方不明時捜索費用の額行方不明時
捜 索 費 用
保 険 金

日本国内において救援対象
者（注1）が行方不明となり、警
察署に行方不明者届が受理
された翌日の午後１２時まで
に発見されなかった場合に
おいて、被保険者（注2）が費用
を負担したとき

補償重複

（　　　　 ）
自動セット

携行品損害
補償特約用

行方不明時
捜 索 費 用
補 償 特 約

（　　　　 ）救 援 者
費 用 等
補 償
特 約 用

※行方不明者届が受理された時が
保険期間中であった場合に限り、
保険金を支払います。

傷害補償（疾病起因・心神喪失起因傷害補償型）特約等の補償条件を拡大する特約は、下記のとおりです。

傷害補償（疾病起因・心神喪失起因傷害補償型）特約等の傷害を補償する特約の補償内容

その他の費用等に関する特約

【サービスのご案内】　ケガの保険Sには、次のサービスがセットされます。

0403



契約概要のご説明事故対応サービス

0120-39-1012（無料）

サンキュー  アイ オ イ ニッセイドウワ

1. 商品の仕組み

2. 被保険者の範囲

ケガの保険Ｓは、被保険者（補償の対象となる方）が急激かつ偶然な外来の事故に
よって傷害（「ケガ」といいます）を被った場合に保険金をお支払いする保険です。

（1）被保険者としてご加入できる方は、始期日時点における年令が満70
才以上満89才以下の方となります。

（2）被保険者の範囲は、保険申込書の被保険者欄に記載された方（本人）
のみとなります。(注)

●保険金額は、高額療養費制度等の公的保険制度を踏まえて設定し
てください。 
公的保険制度の概要につきましては、金融庁のホームページ
（https://www.fsa.go.jp/ordinary/insurance-portal.html）等
をご確認ください。

（4）保険期間および補償の開始・終了時期
①保 険 期 間：１年間
②補償の開始：始期日の午後４時

（保険申込書に異なる時刻が記載されている場合はその時刻）
③補償の終了：満期日の午後４時

保険商品の内容をご理解いただくための事項を、この「契約概要のご説明」に記載しています。この書面は、ご契約に関するすべて
の内容を記載しているものではありません。詳細は、「ご契約のしおり（普通保険約款・特約）」をご確認ください。また、ご不明な点
につきましては、取扱代理店または当社までお問合わせください。保険契約者と被保険者が異なる場合は、被保険者の方にもこの
書面の内容をお伝えくださいますようお願いいたします。

商品の仕組み1

基本となる補償 等2

ご契約を解約する場合は、ご契約の取扱代理店または当社までお申
し出ください。
（1）ご契約の解約に際しては、契約時の条件により、保険期間のうち

未経過であった期間の保険料を解約返れい金として返還します。
ただし、解約返れい金は原則として未経過期間分よりも少なくな
ります。

（2）始期日から解約日までの期間に応じて払い込むべき保険料の払
込状況により、追加の保険料を請求する場合があります。追加で
請求したにもかかわらず、その払込みがない場合は、ご契約を解
除することがあります。

解約と解約返れい金5

この保険には、満期返れい金・契約者配当金はありません。

満期返れい金・契約者配当金4

（注）特約により保険金を追加・増額・倍額してお支払いするご契約の場合
は、追加・増額・倍額後の金額を適用します。

●保険契約者と被保険者が異なるご契約において、被保険者の同意
が確認できない場合

1. 保険料の決定の仕組み
保険料は、ご契約プランにより決まります。実際に契約する保険料は、保険
申込書をご確認ください。
2. 保険料の払込方法
（1）保険料は、次のとおりキャッシュレスで払い込むことができます。

ただし、取扱代理店やご契約の内容によっては取扱いできない払
込方法があります。

（2）保険料は、保険料の払込みが猶予される場合を除き、ご契約およびご
契約内容の変更と同時に払い込んでください。始期日以降であって
も、取扱代理店または当社が保険料を領収する前に発生した事故等に
対しては保険金をお支払いできません。

保険料の決定の仕組みと払込方法 等3

口座振替
クレジットカード払

主な払込方法 一時払
〇
〇

(注)被保険者欄に記載がない場合には、申込人(保険契約者)が被保険者
となります。

（1）基本となる補償
「お支払いする保険金および費用保険金のご説明」　をご参照ください。
詳細は、「ご契約のしおり（普通保険約款・特約）」をご参照ください。

（2）主な特約の概要
「お支払いする保険金および費用保険金のご説明」　 および　 をご参照ください。
詳細は、「ご契約のしおり（普通保険約款・特約）」をご参照ください。

（3）保険金額の設定
保険金額の設定については、次の点にご注意ください。また、お客
さまの保険金額は、保険申込書をご確認ください。
●各保険金額は、引受けの限度額があります。保険金額は、被保険者
の年令・収入等に照らして適正な額となるように設定してください。
なお、傷害死亡に関する保険金額は、次に該当する場合、他の保険契
約等と合計して、被保険者1名につき1,000万円（注）が限度となります。

1

2 3

あいおいニッセイ同和損保
カスタマーセンター

保険会社等の連絡・相談・苦情窓口について

当社へのご相談・苦情がある場合は

0120-721-101（無料）

日本生命お客さま専用ダイヤル

事故が起こった場合は

サンキュー  アイ  オ イ  ニッセイドウワ

0120-39-1012（無料）
●受付時間［24時間365日］
●おかけ間違いにご注意ください。

●受付時間［平日 9:15～17:00（土日・祝日および年末年始を除きます）］
●電話会社の通話料割引サービスや料金プランの無料通話は利用できません。
●携帯電話からも利用できます。
●電話リレーサービス、IP電話からは03-4332-5241におかけください。
●おかけ間違いにご注意ください。
●詳細は、一般社団法人 日本損害保険協会のホームページをご覧ください。
https://www.sonpo.or.jp/about/efforts/adr/index.html

当社は、保険業法に基づく金融庁長官の指定を受けた指定紛争解決機関
である一般社団法人 日本損害保険協会と手続実施基本契約を締結してい
ます。当社との間で問題を解決できない場合には、一般社団法人 日本損害
保険協会にご相談いただくか、解決の申し立てを行うことができます。

指定紛争解決機関について

当社との間で問題を解決できない場合は

●受付時間 平日 9:00～17:00
●土日・祝日および年末年始は
休業させていただきます。

耳や言葉の不自由なお客
さまも、Web機能や「手話・
筆談通訳サービス」を使っ
てご連絡いただけます。
詳細は当社ホームページ
でご参照ください。

【手話・筆談通訳サービス】
テレビ電話を通じて、お客さまとオペレータが手話や筆
談でやりとりし、それと同時に当社担当者へ電話（音声）
にて通訳します。
ご利用はこちら
公式HP＞お客さま窓口＞事故のご連絡またはご契約に関するお問
合わせ＞「手話・筆談通訳サービスの詳細およびご利用はこちら」

オペレータお客さま・事故の
お相手

当社担当者

電話
（音声）

テレビ
電話

事故の受付 保険金支払いの
可否判断

一般的な事故相談・
アドバイス

既に当社対応中
事案の相談・対応

※契約内容や事故の状況により、保険金お支払可否の判断等、事故対応サービスの内容は異なります。
※お客さまや相手の方との面談による対応、保険金のお支払い手続き等は、平日の営業時間内での対応となります。

なら、あいおいニッセイ同和損保の
24時間365日事故対応サービス

いつも安心。
もっと安心。

https://www.aioinissaydowa.co.jp/contact/accident/
公式HPトップ ＞ 事故のご連絡

●受付時間［24時間365日］
●おかけ間違いにご注意ください。

ホームページによるご報告

日本生命お客さま専用ダイヤル電話によるご連絡

30日以内に以下のいずれかの方法で当社にご連絡ください。

先週熱中症になり、入院しました。
これって補償の対象ですか？

お客さまのセットされている特約によって
は補償の対象となる可能性がございます。
契約内容を確認させていただききます。

土曜の昼

事故が起こった場合は

先日、自転車でぶつかってしまった方から
ケガが完治したとの報告を受けました。
今後どのように対応したらいいでしょうか？

それでは、お相手さまへ今後の説明をさ
せていただきます。

平日の夜

保険金請求書類のご提出 保険金お支払内容の確定 保険金のお支払い

事故の受付から保険金支払いまでのフロー 既に当社対応中事案の相談

事故のご連絡

土日や深夜の事故でも迅速・的確に事故対応が可能です！ 対応中の事故に関する相談にも迅速・的確にお応えします！

ナビダイヤル（全国共通・通話料有料）一般社団法人
日本損害保険協会そんぽＡDRセンター 0570-022-808
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